
取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて

1

会議

・共育コーディ

ネーター会議

・ふれあいコー

ディネーター会議

・ふれあいルーム

事務担当者会議

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

・各コーディネーター間の

情報共有及び各校、各地域

の取組を参考にし、活用す

る

・ふれあいコーディネー

ターと各校担当者との顔つ

なぎ

継続 共育コーディネー

ター

ふれあいルーム

コーディネーター

教頭

担当教諭・講師

○定期的な情報共有で
横の情報を共有するこ
とができた
●ふれあいルーム事務
担当者会議で、ふれあ
いルームのねらいを
しっかりと共有する
●共育コミュニティ活
動の情報発信

・報告だけではなく、
熟議の機会を増やす

2

ふれあいルーム

（放課後子ども教

室推進事業）

・小学校

・図書館

・地区公民館

・児童館、子ども

館

工作やスポーツ、文化活

動、音楽等の豊かな体験を

通じて、子どもたちの地域

の方との交流を目指す
（工作、ドッジビー、カプラ、漢字・

算数、走り方教室、組紐、ミサンガ、

ボードゲーム、剣道、書道、橋本音

頭、和太鼓、スポーツ鬼ごっこ等）

継続 ふれあいルーム

コーディネーター

サポーター

ボランティア

推進員

○コーディネーターが
連携をとりながら多様
な活動を実践してくれ
た
●ふれあいルームの情
報発信

・各校や市のホーム
ページで積極的な情報
発信を図るとともに口
コミで活動を広げる

3

子どもの居場所づ

くり推進事業

・寺子屋塾（小）

・寺子屋塾（中）

・長期休暇

・放課後（小）

・放課後（中）

● ● ●

●

〇 ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

放課後一人で過ごさなけれ

ばならない児童・生徒を対

象に、地域の協力を得なが

ら、学習支援や大人と交流

を図り、地域の教育力の向

上を目指す

※家庭教育支援室の学習支援

と連携（橋本小、西部小、紀
見小、境原小、城山小）

継続 教員ＯＢ

学校支援ボラン

ティア

ＰＴＡ

ぽれぽれ

○若者の出番づくりを
積極的にすることがで
きた
●教員ＯＢに頼らない
新規指導員の発掘

・大学生、高校生、中
学生へのボランティア
周知

4

共育コミュニティ

推進協議会・学校

運営協議会連絡協

議会

● 〇 ● 学校支援、家庭教育支援、

放課後の子どもの居場所づ

くり、家庭・地域の教育力

向上に資する活動等、様々

な教育支援活動を円滑・効

果的に実施するために、共

育コミュニティと学校運営

協議会の情報共有を図る

継続 教育長

青少年育成県民運動推進

委員

教育部長

ＰＴＡ連合会長

校長会代表

学校教育課長

中央公民館長

共育コミュニティ本部長

学校運営協議会会長

○合同会議、合同研修
会も２年目を迎え、委
員にも定着してきた
●合同会議での熟議内
容をどう充実させるか

・話しやすいテーマ設
定の工夫

令和６年度　橋本市共育コミュニティ　事業報告

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

毎月第３（第４）木曜ＡＭ

高小、応小

高中

紀見小、西部小

学文路小、清水小、あや小、隅田小、高小、応小

隅田中（テスト期間のみ）

紀見小、境原小、城山小

合同研修会合同会議 合同会議
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5

中学校区での熟議

（育てたい子ども

像、育ちたい大人

像等）

● 子どもも大人も参加できる

中学校区での熟議（拡大学

校運営協議会）を通して、

子ども像や大人像を考え、

地域の教育力向上を図る

新規 学校運営協議会委

員

教職員

児童生徒

学校支援ボラン

ティア

ＰＴＡ等

〇紀見東中学校区、橋
本中央中学校区でCSマ
イスターを招聘し熟議
●学校運営協議会委員
の参加が少なく、熟議
に偏り
●子どもをどう巻き込
んでいくかが課題

・早めの日程調整が必
須
・各中学校区に応じた
研修会や熟議の仕方を
検討する必要がある

【参考】令和５年度

○成果

　①学校運営協議会、共育コミュニティの認知度増加（共育コミュニティ通信等）

　②学校と地域対象の研修会の増加

●課題→解決方策

①コーディネーターの循環

②学校運営協議会を介したＰＴＡとの連携

③学校運営協議会に教職員が出席する拡大学校運営協議会の開催や、共育ミニ集会の活用

子ども参加の場合は、夏休みを中心に考える

→子どもの参加は叶わず、大人のみ参加



取組概要 目的
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継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて

1

授業補助

・スポーツテスト

・まちなか探検

・家庭科ミシン

・学習発表会

・平和学習

・硬筆　　　　　　　　　　　　

・学習支援

●　　

●　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

・安心・安全な実施

・高野口の商業活動を知る

・地域と子どもが関わりを

深めるための学び

・戦争体験からの平和の学

び

・正しい鉛筆の持ち方習得

継続 健全育成会

民生児童委員

退職教員

PTA

学校運営協議会委

員

更生保護女性会

洋裁サークル

戦争の語り部

○地域の人に関わって
もらうことで学びが深
まり、主体的・対話的
に取り組むことができ
た
〇学校運営協議会で課
題を議論し、学校運営
に積極的に参画できた
〇小学校低学年で児童
の学習支援ができた　　　　　　　　　　　　　
〇CNで担当校を決め
コーディネートできた　　　　　　　　          
●教職員とボランティ
アの連携がうまくいっ
ていない面がある

・カリキュラム、年間
行事計画を学校運営協
議会に提示し、課題に
ついて議論したうえで
主催行事を企画運営す
る
・学校からボランティ
アに直接参加要請する
・教職員とボランティ
アの役割の明確化をす
る

2

ふるさと学習

・ふるさと学習

・凧作り・凧揚げ

● ● ● ●

●

・故郷の産業、文化、歴史

を知り、郷土愛を高め支え

る人材育成

・和凧作り、凧揚げを通し

て日本の心を知る

継続 学校運営協議会委

員

文化財研究会会員

健全育成会

○「地域の宝」の存在
を聞き、郷土に誇りが
持てた　　　　　          
〇体験することが少な
くなった凧揚げができ
た
●生活科、総合的な学
習の時間等に位置づけ
られていない
●ボランティアの高齢
化

・カリキュラムに位置
づけ各学年で年度初め
に計画し、学校運営協
議会で共有した上で地
域住民にボランティア
を依頼
・後継者育成に向け、
PTAに参加依頼

3

部活動指導

・クラブ活動 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

・異年齢集団また地域との

交流を深め、共通の興味・

関心を追求する

継続 外部指導者 〇教職員と外部指導者
の協力により、児童が
異年齢で協力すること
を学習できた
●教職員が授業の一環
と位置づけ、積極的に
かかわる

・小学校のクラブ活動
が始まって７年ほどた
つが、運営上の問題や
意識の相違など問題点
が出てきたため、原点
に立ち返り廃止も含め
検討し直す

4

環境整備

・田原川清掃

・各校園環境整備

・花植え交流会

・高野口駅美化活

動

・校区内清掃

●

● ●

●

●

・地域住民（大人・子ど

も）が一体となり取り組む

・子どもたちの学習環境整

備

・子どもたちの奉仕精神や

環境美化の意識向上を図る

・駅、通学路を振り返るこ

とで、住み続けれるまちづ

くりの実現

継続 田原川河川愛護会

健全育成会

PTA

人権啓発推進委員

会

〇地域住民が一体と
なって、環境整備に取
り組むことで、環境問
題に対する意識づけが
できた
●これまでの取組を踏
まえ、持続可能な取組
にするとともに、事前
に目的やねらいの共有
が必要
●「子ども真ん中社
会」を目指し、子ども
が主体的に清掃活動に
関わる体制ができてい
ない

・団体の連携・協働
・各園・学校の運営方
針に明記し、学校運営
協議会で提起し実施
・子どもが清掃活動を
計画的に企画し、地域
住民が協力していく体
制を作る
・SDGｓの理念に則
り、自分たちで快適に
住み続けられる環境を
つくる

令和６年度　高野口地域共育コミュニティ　事業計画

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

応小

高小２年

高小・応小・きのかわ支援

応小２年

高小・応小

高小・応小３年

香久の実

高小

月２～３回

全９回 高小・応小４～６

高野口こども園 高中
高中・高小・応小

各校園

高中・高小・応小

高中・高小・応小 学校独自で実施

高小・応小

高小・応小
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5

登下校安全指導

・新入生下校指導

・自転車下校指導

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

・新入生の下校の安全確保

・地域の声かけを通して、

事故防止を図る

継続 健全育成会

民生児童委員

PTA

〇保護者との顔つな
ぎ、事故の未然防止　　　　　　　　　　
●学校運営委員会委
員、保護者、教職員へ
の取り組みの紹介と協
力依頼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・学校運営協議会で全
校の取組に　　　　　　　　　　　　　　　　
・保護者へ周知徹底
・教職員との連携・協
働

6

会議

・役員会

・本部会議

・小中合同教員

　研修会

・関係機関連携会

議

●

●

●

●

●

● ● ●

●

・情報交換

・情報交換、教育座談会

・テーマ設定し、高野口地

域の教員で共有を図る

・情報交換（夏休みに向け

た行事調整）

継続 各園小中高特支長

公民館長

コーディネーター

市生涯

関係機関、関係団

体

小中学校教職員

〇本部会議の後半で
色々な立場の方とテー
マに沿った熟議
〇本部会議にいつも協
力いただいている民
生、更生の代表者も
入ってもらった　　　　　　　                
●構成団体、日程、会
場、持ち方の見直し必
要

・春先の本部会議と連
携会議の開催月を入れ
替える　　　　　　　　　　　　　　　　       
・役員会で行事日程の
情報交換だけでなく、
園・学校で起こってい
る課題について解決に
向けての話し合いをす
る

7

多様な活動

・高野口つれもて

　寺子屋食堂

・寺子屋塾（小）

・寺子屋塾（中）

・寺子屋体験

・子ども広場

・高野口マルシェ

・挨拶運動

・教育講演会

・図書ボランティ

ア

・大人と子どもの

意見交換会

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●　

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

● ●

●

●

● ●

●

●

●

・「子どもと高齢者の共生

食堂」として交流

・各教科の学力補充

・受験対策及び学力向上

・寺子屋体験の新しい在り

方

・生徒の職業観、勤労観を

育み、自分の進路に生かす

・大人と子どもの人間関

係、信頼関係を深める　　　　　

・子どもが主体的に活動で

きる場づくり　　　　　　　　

・子どもの読書力向上に向

けてサポートする

継続 健全育成会

食生活改善推進委

員会

退職教員

大学生

地域住民（農家

等）

民生児童委員

更生保護女性会

学校関係者

PTA

教育機関関係者

〇寺子屋食堂×寺子屋
塾で地域づくりを推進
〇地域住民と関わる機
会を創出し、幼小中高
特支という縦の柱を通
すことができた
〇寺子屋塾・寺子屋体
験の高校生ボランティ
ア募集を生涯学習課で
してもらった　　　　　　　　　
〇「大人と子どもの意
見交換会」は実施でき
なかったが、教育講演
会で子どもから講師先
生に積極的に質問して
もらった
●地域住民への協力依
頼、保護者の巻き込み
方
●子どもたちをさらに
前に出す　　　　　　　　　　　　　　
●特定のサポーターに
負担集中

・小学校の「子育てに
悩む保護者」対象に臨
床心理士を招き教育相
談懇談会を開催　　　　　　　　　　　                    
・教育講演会のテーマ
を「福祉の心を育て
る」とし、「福祉の心
で助け合いのまちづく
り」の講演と実技講習
会を実施
・中高生ボランティア
の活用
・学校、学校運営協議
会から地域へボラン
ティア要請
・丁寧な声かけの徹底
・実施の見直しや回数
検討等でサポーターの
負担軽減　　　　　　                                      
・中学生ボランティア
がこども園の読み聞か
せに行く　　　　　　　　　

高小・応小

高小・応小１年

高中 学校運営協議会発信

第３土曜

高中

きのかわ支援・伊都中央

各校園 毎週水曜

高野口地域

各園小中高特支長、館長、CN、市生涯

役員会を含む２７の関係機関、関係団体

役員会を含む１６の関係機関、関係団体

小中学校教職員

高小・応小

高小・応小

高中・高小・応小



取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて

1

すみっしーＰＪ

【原点】

・あいさつ＋もうひ

とこと運動

・子どもたちにとって安

心・安全な地域にするた

め、地域みんなが顔見知り

になること

・隅田中学校区みんな知り

合い計画

継続 青少年健全育成会議

民生児童委員

こども応援隊

○あいさつは定着して
きたが、もう１歩踏み
出すにはどうすればよ
いか

・もう１歩踏み出すに
はどんな工夫があるか
熟議

2

すみっしーＰＪ

【地元愛】

・地域のたからマップ

・地域清掃

　　→地域に花を！

・総合的な学習の時間を柱

に、隅田中学校区への愛着

を持つための学びを深める

（地域のたからマップや地

域清掃は目的ではなく手

段）

継続 青少年健全育成会議

区長会

民生児童委員

こども応援隊

○地元愛を育むための
多様なアプローチの仕
方がある

・地域のたからマップ
を隅田中学校区でどの
ように活用するか担当
教員レベルで座談会

3

すみっしーＰＪ

【読書推進】

・読み聞かせ

・環境整備

・学校の読書環境の充実を

図り、読書を楽しむことに

より大人も子どもも豊かな

人生を歩めるようにする

継続 こども応援隊

図書館ボランティア

司書

○読み聞かせによる園
小交流ができた
○司書との連携が進ん
できた

・中学校区で一体的な
方向性を検討

4

学習支援（子どもの

居場所づくり推進事

業）

・放課後や長期休暇中の児

童、生徒の居場所づくりと

基礎基本の定着

・長期休暇明けの学校生活

へのスムーズな接続

継続 こども応援隊

教員ＯＢ

学童指導員

〇放課後の居場所づく
りが定着してきた
●中学３年生の参加も
増えたが、指導できる
指導員の確保

・新規指導員の発掘
・各校教育実習生への
声かけ

令和６年度　隅田中学校区共育コミュニティ　事業報告

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

あや小（学習サポートルーム）

令和３年度から環境整備の視点で開催形態工夫

地域のたからマップ（各校園で授業等で随時活用）

隅田中（ほうかご図書館）

読み聞かせ（すみだこども園が隅田小学校に出張読み聞かせ）

３小学校で図書ボランティアの活動（隅田小　本の森、あや小　学級文庫入替、恋野小　よみきかせ）

隅田小（放課後学習）



取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

5

すみっしーＰＪ

【集まる場】

・わいわい集会

・すみっしーカフェ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

● ●

・学校と地域の交流の場、

地域同士のつながりの場づ

くりを推進し、つながりを

持つきっかけにする

継続 青少年健全育成会議

こども応援隊

小中園職員

○すみっしーカフェの
定着
●わいわい集会で熟議
の時間を設定できな
かった

・新規すみっしーカ
フェの参加者確保
・子どもを交えたわい
わい集会を検討

6

すみっしーＰＪ

【広報活動】

・共育コミュニティ

だより

・ポスター募集、掲示

・ホームページ

● ● ●

●

● ● ● ● ● ●

・子ども達や大人がすみっ

しーを介して、会話を増や

し、つながりを作るための

しかけ

・公民館報やネットを通し

て、多角的にすみっしーの

周知を図る

継続 公民館

区長会（隅田・恋野）

美術部

○公民館報の共育コ
ミュニティだより、す
みっしーポスターの定
着
●学校、市役所のホー
ムページ発信の仕方を
工夫（カテゴライズ
等）

・口コミも大切

7

会議

・本部会議 ● ● ● ● ● ●

・公民館、保・幼・こども

園・小・中の現状を共有

し、共通理解

・本部の取組に向けて協議

継続 園長

小中校長

公民館長

コーディネーター

青少年健全育成会議

市生涯学習課

○会議のスリム化を図
ることができた
●年間の見通し、会議
予定が決められていな
い

・会議の持ち方ふりか
えり

各校園で年間を通して情報発信



取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて

1

地域清掃 〇 ・「地域を美しくしよう」

という同じ思いを持って活

動することで、地域の一体

感を図るとともに、園児・

児童・生徒の交流を深める

継続 園小中学校

公民館

コーディネーター

市生涯学習課

〇新たな団体への呼び
かけを行う（図書ボラ
ンティア等）
●地域の参加者が少な
く、ネットワークが作
れない
●もっと成果が残るも
のなら更に良い

・落ち葉拾いの他にで
きることはないのだろ
うか
・ふるさと誕生日ク
リーンアップ運動
（11/22）に開催

2

公民館報を活用し

た共育コミュニ

ティだより作成

・共育コミュニティの地域

住民への周知

継続 園小中学校

公民館

コーディネーター

●年３回予定が年２回
になった

・次年度は３回に

3

キャリアウィーク

（紀見北中２年）

○ ○ ・通常の職場体験では出会
えない仕事を知る（同級生
との起業、在宅ワーク
…）。
・紀見北中学校卒業生の仕
事を知る。

継続 コーディネーター

本部会議副本部長

学校運営協議会委員

地域の方々

和歌山社会福祉専門
学校

○普通の職場体験と違
い、多くの職種にふれ
あうことができた

4

保幼小中教職員交

流

たんぽぽ園見学

三石保育園見学

みついしこども園

見学

・就学前の子どもたちの様

子を知り、共育コミュニ

ティで情報共有を図る

・小学校の夏休み期間に、

小中教職員が保幼へ出向く

新規 各校園職員 〇たんぽぽ園では、三
石小３名、柱本小２名
就学時相談を踏まえ、
関係者も一緒に交流
●他の校園の見学はで
きているが、職員同士
の交流が課題

・夏休み等長期休業に
日程を早めに決める必
要性あり

5

芋谷の棚田

・田植え体験

・稲刈り体験

・芋谷川の水質調
査（５年）

●

●

・地域の自然を知り、自然

体験、勤労体験を通して食

についての学ぶ

継続 柱本田園自然環境保

全会

はしもと里山学校

市農林振興課

○田んぼだけでなく、
棚田の自然環境を生か
したまちたんけん、生
物のふれあい
●保全会高齢化

・紀見こども園との連
携

6

学校図書館ボラン

ティア活動

・子どもたちに居心地のよ

い図書館を提供する

継続 地域ボランティア

保護者ボランティア

○ボランティア増員
紀見北中２名
→学校だよりから
柱本小１名
→知り合いから

・継続的な情報発信

令和６年度　紀見北中学校区共育コミュニティ　事業報告

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

各校園で個別見学

柱本小

第１回 第２回

毎月活動

柱本小

1/31
社会福祉専門学校、保育士、

イラストレーター、柔道整復師

2/7

キッチンカー製作、JTB

雨天のため、中止



取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

7

ミシンボランティ

ア

　三石小

　柱本小

家庭科補助

　紀見北中 New

○

●

○

●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・複数の大人が見守ること

により､ひとりひとり子ど

もの出来具合にそった支援

ができる。大人も子どもも

つながりを感じることがで

きる。

継続 地元民生委員 ○担当者一人での指導
には限界があるので、
ボランティアさんの補
助は非常に助かる

8

「ふるさと展望」

共育コミュニティ

展示

● ・地元の方々にコミュニ

ティ活動を広く知ってもら

う

継続 小中学校

保育園

こども園

公民館

○地道な活動だが継続
して、共育コミュニ
ティを知ってもらう機
会となった

9

三石保育園クリスマ
ス演奏会（12/20）

たんぽぽ園親子コン
サート（12/25）

○

○

園児に本物の音楽に触れさ
せる

新規 バイオリン演奏者
柱本小図書ボランティ
ア（矢倉脇在住）
バイオリン演奏者
卒園児の母親

○地域人材を園につな
げることができた

10

公民館サークル活動
との交流
　三石小６年 2/26

○

地域住民と交流をすること
で、学びを深め、アウト
プットの機会をつくる

新規 公民館サークル
（４団体）

○子ども発信の取組か
ら地域とつながること
ができた

11

たんぽぽ園芋ほり ○ 土を通しての地域交流で、
心からのふれあいを目指す

新規 地域の方々（沓掛、柱
本、光陽台）
ファクトジャパン（園
近くの事業所）

○既存の地域交流を整
理することができた

12

会議

・連携会議

・本部会議

●

●

● ●

●

○ ●

●

・公民館、保・幼・こども

園・小・中の現状を共有

し、共通理解や交流を深め

る

・全体の取組に向けて協議

継続 【連携】

園小中学校長

公民館長

コーディネーター

市生涯学習課

【本部】

園小中学校長

公民館長

コーディネーター

市生涯学習課

ＰＴＡ

学校運営協議会委員

○昨年度の反省を生か
し、会議の持ち方を
コーディネーター中心
に検討した
●紀見こども園がメン
バーに加わるので、会
議の持ち方を検討

・各校園１回ずつ訪問
できるように

その他

・【連携事業】子ども＋地域高齢者食堂（第二層協議体）

４日間



取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて

1

【３校園】

・わいわいマル

シェ（以前のカ

フェマルシェと児

童・園児交流会を

統合）

●

・通学合宿の代替として、

学文路・清水地域の児童

（５年）・園児（年長）の

親睦を図り、小学校のリー

ダーとして活動する心を醸

成する

・地域と子どものつながり

づくり

継続 更生保護女性会

民生委員

共育コーディネー

ター

公民館

紀北工業高校

保護者
学校運営協議会委員

○地域や保護者の参加
者が増えた
○マラソン大会での交
流につながる
●地域の方が交流する
機会、子どもの変容を
見る機会も検討
●わいわいマルシェ前
の小学校間の情報共有

・いろんな方に子ども
の様子を見てもらえる
機会に実施することも
必要

2

【通年】

地域学校協働活動

・かむかむ塾

・見守り隊

・図書ボランティア

・放課後学習

・あいさつ運動

・地域ふれあい散歩

・学校と地域が同じ目標に

向けて子どもを育てる

継続 ○かむかむ塾、放課後
学習について、指導員
と学校が情報共有する
機会を持つことができ
た
●かむかむ塾の開催回
数が少ない

・新たな指導員を発掘

【複数校園】

地域学校協働活動

・エプロン先生

・１年生歩行指導

・茶摘み

・ヘラブナ釣り

・米作り

・黒河道道普請

・校区・町探検

・七夕集会

・ふれあい盆踊り

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

・学校と地域が一体と
なり、事前・事後の話
し合いを持ち、ＰＤＣ
Ａサイクルを回す

・防災探検

・企業連携

・柿

・芋ほり

・焼き芋

・花植え交流

・堤防花植え

・子ども祭

・餅つき大会

・味噌作り

・感謝の集い

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

令和６年度　学文路・清水地域共育コミュニティ　事業報告

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

更生保護女性会

民生委員

共育コーディネー

ター

市役所

学校運営協議会委員

地域サークル

etc

※個人的なつながり

で成り立っている活

動も多い

3

・学校と地域が同じ目標に

向けて子どもを育てる

継続 ○地域に根付いた活動
が多く、「感謝の集
い」で学びをアウト
プットする機会もでき
ている
●それぞれの学習が
「何のために」されて
いるか確認しながら、
学んでいくことが大切

学小、清小

清小

田植え

稲刈り

しめ縄

北川鉄工所

畑・選果場

清小、こども園

つるし柿

清小

学小

こども園

学小、清小

清小

学小
学小

学小
清小

清小

学小

清小

清小、こども園
学小

学小

清小



取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

4

こども園

地域学校協働活動

・遠足

・鈴虫

・さつまいも収穫

・ロビー展

・かかしコンテスト

・初詣

・高齢者食堂訪問

・花壇花植え

・音楽会

・マラソン大会応援

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

・学校と地域が同じ目標に

向けて子どもを育てる

継続 民生委員

共育コーディネー

ター

公民館

etc

※個人的なつながり

で成り立っている活

動も多い

○地域に出かけ、体験
活動を通し、多様な人
とつながることができ
た

・さらに地域の人たち
と関わりを持ったり、
触れ合ったり親しむ機
会を持つ

5

会議

・事務局会議

・本部会議

・橋中区コーディ

ネーター会議

・３本部合同研修会

（橋本、山田、

学文路・清水）

● ●

●

●

〇 ●

●

●

●

●

〇

〇

〇 ●

●

●

〇

●

・情報交換、本部会議の内

容決定

・子ども像や大人像の共有

や交流を図り、地域づくり

と学校づくりを目指す

継続 【事務局】

園長、公民館長、教

頭、コーディネー

ター、市生涯学習課

【本部】

ＰＴＡ、校長、園

長、区長、民生児童

委員、公民館長、更

生保護女性会、共育

コミュニティ、教

頭、コーディネー

ター、市生涯学習課

○本部長を地域に方に
担っていただけた
○本部会議を各小学校
で開催できた
○橋中区コーディネー
ター会議の情報共有
●本部員の固定化

・関係者（ステークホ
ルダー）を広げる

学文路大師

公民館

学文路天満宮

学文路天満宮

清水賢堂

ミニエコ探検（年２～３回）

R７も同時期開催予定

４月当初に日程を決める

わいわいマルシェ

打合せ

本部会議打合せ 本部会議打合せ 本部会議打合せ

学小、清小

清小



取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて

1

橋本小

・エプロン先生

　１年（下校指導）

　１年（給食）

　２年（お店回り）

　３年（町探検）

　５年（ミシン）

　６年（ミシン）

　６年（ガイドブック）

・夏に挑戦

・学習支援

●

● ○

○

●

●

●

●

○ ○

● ● ●

〇

・地域の人たちの能力発
掘、生きがいづくりと学校
の教育活動への支援
・中学生、高校生が活躍す
る出番づくり

継続 民生委員

保護者

橋本中央中

子ども館

橋本高校

〇学校の教育活動のス
ムーズな運営につな
がった。
〇地域の方々に学校の
取組や児童の様子を
知ってもらう機会と
なった。
〇学校・地域また中学
校・高等学校とのつな
がりが深まった。
●日程調整・人員調整

・事前・事後の共有を
図り、ＰＤＣＡサイク
ルを回す

2

橋本中央中

・家庭科支援
（着付け、手縫い、ミシ

ン）

・図書室開放

　（学習見守り）

●

●

●

●

●

・地域の人たちの能力発

掘、生きがいづくりと支援

継続 ボランティア

（民生委員、子ども

館職員、学校運営協

議会委員等）

〇公民館報を活用した
ボランティア募集
〇学校運営協議会委員
を通じた学習見守り呼
びかけ
●新ボランティアの発
掘

・公民館報を活用した
募集の継続

3

橋本高校

古佐田丘中学校

・ボランティア

・出前授業

○ ○

・高校生や小学生がお互い

にウィンウィンの関係で学

び合う

継続 橋本小学校 ○総合的な探究の時間
を通した出前授業、学
習支援ボランティアな
どを通して、新たなつ
ながりづくりができて
いる。

4

公民館報を活用した

共育コミュニティだ

より作成

・共育コミュニティの地域

住民への周知

継続 橋本地区公民館 ●小中学校のみの情報
発信

・共育コミュニティ関
係者の幅広い情報発信
も可能にする

5

３本部合同研修会

（橋本、山田、

学文路・清水）

● ・関係者の資質向上と問題

意識の共有

継続 ３本部共育コミュニ

ティ関係者

●参加者の偏り ・早めの日程決定と幅
広い周知

6

地域の活動

公民館盆踊り

（こども食堂）

●

・公民館やこども食堂を核

に縦のつながり、ナナメの

関係を作る

継続 橋本高校

橋本地区公民館

橋本中央中学校
橋本こども園

○学生の協力により、
多様なつながりが生ま
れる

・多様な団体とつなが
る工夫

令和６年度　橋本地域共育コミュニティ　事業報告

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

R７も同時期開催予定

４月当初に日程を決める



取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

7

会議

・本部会議、活動参

観

・橋中区コーディ

ネーター会議

●

●

●

●

〇 ●

●

〇 〇

〇

〇 ●

〇

●

●

●

・情報交換、連携の促進 継続 園長

小中校長

高校校長

公民館長

子ども館長

市生涯学習課

○会議のスリム化
○橋中区コーディネー
ター会議の情報共有
●本部長が学校長と
なっている

・本部長を地域側に
担っていただく工夫



取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて

1

紀北工業高見学

クラブ活動（箏）

米作り

まちたんけん

やっちょん広場

防災学習

七夕笹準備

クリスマス飾り

挨拶運動

●

●

●

○ ●

● ●

●

・地域を知る、守る、つな

ぐ

（地域の学校、伝統文化、

施設、防災設備など）

継続 コーディネーター

紀北工業高

保護者

市危機管理室

区長

公民館

子ども館

ＪＡ
派出所
米阪パイル
郵便局

○コーディネーターを
介して少しずつつなが
り拡大
●点のつながりはでき
ているが、面のつなが
りまではいかず
●子どもの学びにどの
ような効果が出ている
かわかりにくい

・評価指標やつながっ
た方全体にアウトプッ
トできる場の設定
・消防団と連携した防
災学習

2

紀北工業高

・子ども館夏休み行事

・公民館ポスター掲示

・挨拶運動

・ふれあってせいぶ

・盆踊り

・ドローン体験

・ロボット製作体験教室 ○

○

○

●

○

●

・地域を支える、若者の地

域貢献

継続 紀北工業高 ○紀北工業の積極的な
地域貢献でつながり拡
大

3

夏休み楽しく勉強会

・館長ブース

地域で漢検

●

○

・長期休暇中の宿題支援を

通し、山田地域で異年齢の

つながりを持ち、コミュニ

ケーション力を高める学び

合い

継続 山田地区公民館

学童

紀北工業高・橋高

青指連

橋本中央中

子ども館

○夏休み楽しく勉強会
が１日開催から２日開
催に
○公民館、子ども館と
のつながりを大切にで
きた
●地域への漢検受検募
集できず

・地域の巻き込み方を
どうするか工夫必要
・夏休み楽しく勉強会
と地域で漢検のコラボ
レーション

4

３本部合同研修会

（橋本、山田、

学文路・清水）

● ・関係者の資質向上と問題

意識の共有

継続 ３本部共育コミュニ

ティ関係者

●参加者の偏り ・早めの日程決定と幅
広い周知

5

会議

・本部会議、活動参観

・橋中区コーディネー

ター会議 〇

〇

●

〇

〇

〇

● 〇

〇

〇

●

〇 ● ●

〇

●

・定期的な情報交換により

つながりを持つ

・山田地域の現状把握と情

報共有

継続 園長

小中校長

高校校長

公民館長

子ども館長

市生涯学習課

○会議のスリム化
○橋中区コーディネー
ター会議の情報共有
●本部長が学校長と
なっている

・本部長を地域側に
担っていただく工夫

令和６年度　山田地域共育コミュニティ　事業報告

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

西部小５・６年

籾まきからしめ縄作りまで

西部小３年

西部小２年　ＪＡ、公民館、派出所、米阪パイルなど

西部小３年

西部小、さつきこども園

さつきこども園

R７も同時期開催予定
４月当初に日程を決める

さつきこども園

橋本中央中も連携

学期に数回（野球部・生徒会）

野球部・ものづくり研究部



取組概要 目的
新規

継続

協力者

支援団体

○成果、●課題

（全体的）
課題解決に向けて

1

地域みんなで！子育

て交流会

● ● ● ● ● ● ・健やかな子どもの成長を

願って、９校園の保護者と

地域住民が集い、子育て等

について意見を交流する

継続 地域人材

コーディネーター

●参加者数が少ない ・開催時期、方法、内
容の検討

2

地域一斉清掃

（各校園で単独実

施）

● ○

・清掃活動を通して、自分

の地域と地域の一員である

ことを意識する

・保・幼・こども園・小・

中の子ども達の交流を図る

継続 地域住民

学校運営協議会委員

園小中学校

公民館

コーディネーター

市生涯学習課

○各校園で都合の良い
ときに実施
●地域の方々との交流
機会は設定できず

・ふるさと誕生日ク
リーンアップ運動
（11/22）に開催

3

長期休暇学習支援

（子どもの居場所づ

くり推進事業）

○ ●

・長期休暇における児童の

宿題を地域全体（中高生含

む）で手助けし、学校で良

いスタートを切れるように

する

継続 （一社）はしっ子えが

おサポートぽれぽれ

教員ＯＢ

学童指導員

高校（橋本、紀北工

業、初芝橋本）

中学生（紀見東）

近畿大学

○中高生、大学生がボ
ランティアで参加
●新規指導員の確保

・市内での指導員の
ネットワークを構築

4

その他

・夏季合同研修会

・人権講演会

・共育ミニ集会（す

こやか子育て講演

会）

・10歳の立志式

・ナチュラルブレイ

ク

●

●

●

・共育コミュニティ関係者

が一堂に会し、学校・家

庭・地域のつながりを持続

可能なものにするために、

講演・熟議を通して学ぶ

継続 県教育委員会

市生涯学習課

青少年健全育成会議

公民館

●夏季合同研修会を共
育コミュニティ本部会
議（拡大学校運営協議
会）と想定したが、地
域の参加が少なかった

・学校に関わってくれ
る方々に早い段階から
周知

5

会議

・役員会議

・本部会議

● ●

●

● ●

・公民館、保・幼・こども

園・小・中の現状を共有

し、共通理解

・本部の取組に向けて協議

継続 園長

小中校長

公民館長

コーディネーター

市生涯学習課

●会議のスリム化を図
ることができたが、顔
を会わせる機会が少な
くなりすぎた

・会議の持ち方ふりか
えり
・境原幼稚園、紀見幼
稚園、紀見保育園がな
くなることで、２園４
校になるので、役員会
議を６回にしてはどう
か

令和６年度　紀見東中学校区共育コミュニティ　事業報告

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

打合せ

紀見小 紀見小・境原小・城山
打合せ

各校で実施

SDGs発表

夏季合同研修会を本部会議に


